
胆江地区中学校生徒会連合会令和元年度第2回総会が

12 月 9 日（月）に奥州市立前沢中学校にて行われました。

今年度は前沢中学校が事務局校となり、地区の生徒会を

リードしてきました。

この第 2 回総

会では、今年度の

活動として「情報

モラル啓発ポス

ター」の作成、配

付についてが報

告されました。こ

のポスターは地

区内各中学校及

び小学校にも配

付され、掲示して

います。

また交流にお

いては、各校の

「いじめ防止」や「情

報モラル」の取り組

み、実践が報告され

ました。本校からは

前期生徒会長宇部

さんそして後期生徒

会長小林さんが参

加し、「金中繋

がり愛川柳」に

ついての実践報告等

を行いました。

その後、少人数の

グループ討議を行い、今年度の活動の総まとめを行いま

した。次年度の本校生徒会活動にも是非活用したいもの

です。そして、胆江地区を常にリードする金ケ崎中学校

生徒会であってほしいものです。

本年度の校内文化祭壁新聞コンクールにおいて、各学

年の最優秀賞を県のコンクールに出品していました。そ

の結果が届き、12 月 10 日（火）の全校朝会にて表彰し

ました。

令和元年度岩手県小中学校新聞コンクール

1年壁新聞 優秀賞 1年4組「仲好」

2年 〃 佳 作 2年2組「紅花」

3年 〃 入 選 3年 4組「わかな」

大変おめでとうございました。1年 4 組が受章した優

秀賞は最優秀賞に次ぐ素晴らしい賞です。

この新聞作りの成果を日頃の活動に是非活かしてほし

いものです。文化祭の時だけの新聞活動ではなく、継続

出来ることが金中新聞文化の課題でもあるようです。ま

た、常日頃から新聞に目を通して、社会の情勢やその考

え方にふれ、学ぶことはとても大きな意義があるものと

思います。高校入試での面接の質問事項に「今朝、新聞

を読みましたか？その中で、どんな記事が印象に残りま

したか？」という質問はよく聞かれるものです。

＜訂正＞

◎校報第37号 「一人一授業２学期後半①」

【家庭科 授業者：泉先生】の写真を訂正します。

1年 1組の授業でした！

◎校報第3８号 「一人一授業２学期後半②」

【保健体育科 授業者：青木先生】において

学習ねらい 取・受の状況からの抑え技へ

授業ポイント ・抑え技 ペアでの確認

に、訂正します。

大変申し訳ありませんでした。

12 月 10 日（火）の全校朝会にて、主幹教諭野里先生

が 11月下旬に参加した「中国雲南省教育視察研修」の報

告をお願いしました。野里先生は昨年に引き続き県教育

委員会の雲南省教育視察団の一員として、雲南省の中学

校を数校訪問して来ました。

特に中国雲南省の中学校の様子では、学習に意欲的に

取り組む生徒の姿、教育機器（タブレット等の授業活用）

の使用状況など本校や岩手県の中学校とは違うことが多

くあることが分かりました。また、学習内容は日本と同

じようですが、学ぶ学年が違うことも多くあり、興味津々

でした。

さらに今年開講した私立中学校では朝 8時過ぎから登

校し、夜 8時過ぎまで学校で生活していることには驚き

でした。授業を終え、放課後の諸活動そしてその日の課

題等を学校で仕上げてから下校する。そのため給食は昼

と夕方の 2度あることにもびっくりでした。

そして教室に飾ら

れ て い た テ ナ ン

ト････一つは学習効

果が上がった学級へ

の表彰、そしてもう一

つは指導してくれた

先生への感謝の証が

掲げられていたこと

にも感動しました。

12 月 8 日（日）

に三ヶ尻地区で

恒例となりまし

た「凧上げ

大会」が地区

センターにて行

われました。

私、所用で参加

出来ませんでし

たが、ある方より

「金中生が一生

懸命に凧を上げ

てくれた！地域

【R1-12-10胆江日日より】 の活動に生き生きと参

加してくれて嬉し！」と感動のメッセージを寄せられまし

た。流石！金中生だと誇らしく思いました。

授業で勝負・先手必勝の挨拶・心を耕す読書

き ざ は し
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